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委託訓練モデルカリキュラム（在職者向け） 補足説明資料（案） 
 

１． カリキュラム概要 
 

カリキュラム名 RPAを活用した業務効率化・コスト削減 

受講条件 ・Wordや Excel、PowerPointの基本的な操作（表やグラフを用いた資料作成）

ができる 

・業務推進や事業展開において何らかの課題意識を持っており、ITを活用してそ

の課題を解決できないか検討している 

 

２． 本カリキュラム全体に係る運用上の留意点 
 

 訓練終了後、各企業において受講者が実際に RPAの活用検討ができるよう、実技においては、ケー

スの内容にとどまらず、一般的にどのような業務で RPAの活用が可能であり効果的かのポイントを

重点的に伝えること。 

 また、受講者が円滑に内容を理解できるよう、受講者の所属業種／職種等を踏まえ、分かりやすい

具体事例を提示しながら進めるとともに、適宜受講者の理解度、習得度を測りながら訓練を進める

こと。なお、訓練時間が限られていることから、適宜 e-learning等を活用した予習/復習の実施も可

とし、その場合は e-learningの事前学習状況を確認の上、訓練を進めること。 
 

３． 訓練の詳細 
 

科目名 【学科 1】第 4次産業革命のインパクト ※任意科目 

ねらい ・第 4次産業革命下における新技術を含めた様々な ITの活用が、具体的にどの

ようなビジネスシーンでどのように生産性向上や新たな価値創造に寄与してい

るか、理解いただく。 

科目内容の詳細 【最新の IT（主に、IoT、ビッグデータ、AI、クラウド等の新技術）の概要と活

用事例】 

・各種新技術の概要（主な機能等） 

・各種新技術を活用し、生産性向上や新たな事業創出等につながった事例 
 

※科目としての実施有無を受託者にて判断することを可とする。ただし、実施し

ない場合には、適宜、他の科目の中でその要素に触れること。 
 

進め方のポイント ・受講者が新技術等の活用場面や効果を具体的にイメージできるよう、技術面の

説明は最小限にとどめ、活用事例を主として説明すること。 

・紹介事例については、受講者の所属業種/職種を踏まえて選定すること。また、

実践に繋がる知識となるよう、成功事例だけでなく失敗事例も含めて説明する

ことが望ましい。 
 

使用する機器等 特になし 

参考文献 【参考文献】 

・中小ものづくり企業 IoT 等活用事例集（経済産業省 関東経済産業局） 

・九州 IoT 活用事例集 2017（経済産業省 九州経済産業局） 

・地域中小企業の新たなチャレンジのための IoT･AI活用ガイド」（経済産業省 

九州経済産業局） 

・平成 28年度情報通信白書第 1部 特集 IoT・ビッグデータ・AI～ネットワー

クとデータが創造する新たな価値～（総務省） 
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科目名 【学科 2】ビジネスプロセスモデルの作成 

ねらい ・ITを活用した自社の業務の課題解決の過程で、現状の業務プロセスの見える化

を図り、課題を明確化する手法を理解いただく。 

・また、明確にした課題に対して ITで解決できること/できないことを整理する

手法を理解いただく。 

科目内容の詳細 【現状業務の見える化、課題・解決案の作成方法】 

・論理的問題解決の手法 

・業務プロセスの可視化の手法（業務フロー/業務量の書き方） 

・課題・解決案の作成方法（あるべき姿/問題点からの整理、等） 

・IT活用の目的と目標、ITで解決できること/できないことの整理の手法 
 

※地域の実情及び受講者の経験値等に応じ、事業者の判断にて科目内容のレベル

の調整を行うことを可とする。ただし、「進め方のポイント」に留意の上、各

科目の「ねらい」を達成することが可能な科目内容とし、レベルが著しく下が

ることのないようにすること。 

進め方のポイント ・各種手法の理解はもとより、ITを活用した業務改善検討における、業務プロセ

ス可視化の作業の重要性を理解いただけるよう説明すること。 

・当該科目は、受講者の習得度に応じ、適宜実技の中でも反復演習を行うこと。 

使用する機器等 ・パソコン（Power Point、Word、Excel、インターネット環境） 

参考文献 【参考文献】 

・ITパスポート（独立行政法人 情報処理推進機構） 

・プロセス指向の新たなビジネス基盤を実現する BPM/BPMN（業務モデリング

手法）（平成２３年度電子経済産業省推進費業務最適化のための業務モデリン

グに関する調査研究） 

 

科目名 【実技】RPAを活用した業務効率化・コスト削減策立案の実践 

ねらい ・問題の原因や解決方法に対して自ら仮説を設定し、それを裏付ける必要な情報

を取得、分析し、その結果から解決策を起案して論理的に上申できる力を習得

いただく。 

・RPAの技術概要や活用事例、活用検討にあたってのポイントを理解し、RPAを

活用した自社業務の課題解決策立案に繋げることができる力を習得いただく。 

科目内容の詳細 【RPAの概要説明】 

・機能概要 

・製品比較 

・RPAの特徴（活用の向き／不向き） 

・活用事例 
 

【ケーススタディ】 

・ケーススタディにおける具体的な実施事項 

① 進め方及びケースの内容を講師が説明 

② ケースに従い業務フローの書き起こしを実施 

③ 業務フローの中で RPAを活用する業務場面及び活用する機能を検討 

（設備等の準備が可能な場合は、講師が RPAの基礎的な操作方法を説明

し、受講者本人も RPAのロボット作成を実施） 

④ 個人で検討後、受講者同士で共有・議論 

⑤ 全体発表、講師からのフィードバック 
 

-ケーススタディ例- 
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RPAを活用した業務効率化・コスト削減（製造業／経理部の主任） 
 

＜場面設定例＞ 

自動車部品の製造販売を行う T社では、経理部の事務職員 Aさんが、従業員から

申請された交通費精算書（紙媒体）に記された移動ルートを Web上で検索し、

申請金額が妥当かを確認した上で精算手続きを行っている。このルーチンワーク

を毎月行っており、毎月月初は残業が発生している状況。同部の主任 Bさんは

RPAを導入し Aさんの業務負荷軽減を図るとともに、今後 Aさんには他の重要

な業務も任せていきたいと考えている。 
 

＜解決策例＞ 

・交通費精算書を OCRで読み込み、デジタル化を図る 

・移動ルートの Web検索結果と交通費精算書との突き合わせを RPAで自動化す

る 

・交通費精算書との突き合わせの結果、不整合等が見つかった場合には、申請者

に再申請が必要な旨、メール送信するところまで自動化を図る 
 

※ケーススタディの場面設定は、参加者の所属業種／職種を踏まえ、検討するこ

と 

※ケースにおける具体的な業務内容の設定にあたっては、各業種/職種の典型的な

業務が整理された文献等を参考にすること（※参考文献を参照のこと） 
 

【自社業務における、RPAを活用した課題解決策案の検討】 

・自社の実際の業務フローを書き起こし、RPAを活用した課題解決策案を検討す

る 

・策定した案について、受講者同士での情報共有を行う 

進め方のポイント ・必要に応じて学科 1,2の反復演習を行いながら進行すること。 

・訓練終了後、各企業において受講者が実際に RPAの活用検討ができるよう、業

務プロセスにおいて、どの業務を RPAに置き換えることができるのか、そのポ

イント（複雑な作業でなく、かつルーチン作業であるか、等）を重点的に伝え

ること。 

・設備等の準備が可能な場合は、講師が RPAの基礎的な操作方法を説明し、受講

者本人も RPAの作成を体験いただくこと。準備が困難な場合には、動画等の

教材を準備し、RPAの実際の動作イメージを掴んでもらうことが望ましい。 
 

使用する機器等 ・パソコン（Power Point、Word、Excel、インターネット環境） 

・RPAライセンス ※任意 

参考文献 ・RPA提供企業が発行しているサービス/商品説明書 

・職業能力の体系（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 職業能力開

発総合大学校 基盤整備センター） 

・ITユーザーにおける IT利活用に関するアンケート調査結果（平成 29年度基礎

的 ITリテラシーの習得カリキュラムに関する調査研究事業） 

 


